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クローン系譜を検出し、版管理システムからクローンの作成者や利用者の情報を取り出して分析すること
で、クローンの作成者や利用者にはどのような特徴があるのかを示した論文。

本研究で調査したOSSでは何人かの開発者が複数のプロジェクトにまたがって開発を行っており、あるプ
ロジェクトから他のプロジェクトにクローンを作成している可能性がある。このプロジェクトにまたがって存在
するコードクローンの作成者や利用者を分析するためにリポジトリのマージを行っている。

Authorship
最も多くのクローンのCode Authorshipである開発者をClone Authorshipと定義。クローンペアのClone 
Authorshipが同一か異なるかでクローンに対して一貫した修正が行われているかの検証をしたところ、複
数のClone Authorshipを持つクローンセットは一貫した修正がなされにくいことを示した。Clone 
Authorshipの中でコミット日時が最も古い人がコードクローン作成者、それ以外をコードクローン利用者と
定義している。

感想
開発者が複数にまたがって活動しているようなプロジェクトではクローンも複数のプロジェクトに拡散する
ため、そのクローンを分析するためにリポジトリをマージするという手法は面白いと思った。
Authorshipという概念があることで、クローンとクローンの作成者、利用者の結びつきをはっきりと表現す
ることができるので、有用なものであることが分かった。


